Studies on land and water use, and groundwater fluctuation under irrigated agriculture in arid land by Anzai, Toshihiko
（様式第９号） 
 
学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨                
 
氏    名 安西 俊彦 
審 査 委 員       
主 査    北村 義信         ◯印  
副 査    清水 克之         ◯印  
副 査    宗村 広昭         ◯印  
副 査    猪迫 耕二         ◯印  
副 査    深田 三夫         ◯印  










































減した年 250 Mm3と推定している。 
 
以上のように本論文は、イリ川下流域灌漑地区の農地・水利用の実態に基づき、乾燥地での水稲・
畑輪作体系は灌漑水質・土壌・地形特性等の条件が満たされれば持続的に運用できる適正な技術であ
ること、現行の灌漑システムは水管理の省力化に資することを検証した。さらに、本論文は地下水位
の時空間変動特性および用水路・水稲作圃場が地下水位に及ぼす影響を定量的に明らかし、それらを
地下水流動モデルによって再現するなど、乾燥地における灌漑農地の灌漑管理・地下水管理に有益な
多くの知見を提供している。加えて、将来予想される取水量減少に対し、地下水流動モデルを用いて、
現行の水稲・畑輪作体系を修正・運用することによる持続可能な地下水管理方策を提案している。本
研究で得られた成果・知見は、乾燥地の灌漑農業における適正な農地・水利用の構築と地下水管理に
向けての科学的礎となり得る優れたものであると認められた。以上のことから、本審査委員会は、本
論文を学位論文として十分価値があるものと判定した。 
 
